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10
月
24
日
、
架
線
集
材
技
術
の
継
承
の

場
の
提
供
、
列
状
間
伐
の
普
及
、
安
全
で

効
率
的
な
木
材
の
伐
採
・
搬
出
技
術
の
向

上
を
目
的
と
し
て
、
鬼
北
町
の
ヲ
リ
ハ
タ

リ
国
有
林
で
「
架
線
に
よ
る
木
材
搬
出
作

業
シ
ス
テ
ム
」
現
地
検
討
会
を
開
催
し
た

と
こ
ろ
、
愛
媛
県
下
の
森
林
組
合
、
林
業

事
業
体
、
愛
媛
県
、
市
町
、
森
林
管
理
署

等
を
含
め
70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
天
の
中
、
現
地
で
は
、
永
野

徹
次
長
の
挨
拶
の
後
、
柳
園
幸
徳
地
域
林

政
調
整
官
が
設
置
さ
れ
て
い
る
架
線
な
ど

を
示
し
な
が
ら
事
業
概
要
の
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
意
見
交
換
会
で
は
、
当
署
、

局
資
源
活
用
課
、
愛
媛
県
か
ら
、
事
業
地

の
事
業
概
要
、
集
材
機
械
と
架
線
の
索
張

り
方
法
、
愛
媛
県
に
お
け
る
木
材
搬
出
の

現
状
、
架
線
を
用
い
た
定
性
間
伐
や
列
状

間
伐
の
方
法
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
現
地
で
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
感

じ
た
こ
と
や
疑
問
に
基
づ
き
、
作
業
中
に

ど
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
の
か
、

人
役
数
や
生
産
性
は
ど
の
程
度
な
の
か
な

ど
、
活
発
な
質
疑
・
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
愛
媛
県
の
担
当
者
か
ら
参
加
者

に
対
し
、
愛
媛
県
は
急
峻
な
地
形
が
多
く
、

今
後
も
架
線
集
材
の
必
要
性
が
高
い
た

め
、
架
線
技
術
の
習
得
・
研
鑽
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
と
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
松
本
寛
喜
森
林
整
備
部
長
か

ら
、
架
線
集
材
に
は
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
、
架
線
系
、
車
両
系

な
ど
様
々
な
作
業
シ
ス
テ
ム
を
組
み
合
わ

せ
る
と
良
い
、
各
地
の
工
夫
し
て
い
る
現

場
を
ぜ
ひ
見
学
し
て
欲
し
い
な
ど
の
講
評

が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
署
と
し
て
は
、
今
回
の
参
加
者
か
ら

の
様
々
な
意
見
等
を
踏
ま
え
、
架
線
集
材
技

術
の
継
承
の
場
の
提
供
を
は
じ
め
、
列
状

間
伐
の
定
着
に
向
け
、
管
内
の
林
業
事
業

体
や
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
図
り
、
更
な

る
技
術
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

架
線
集
材
の
現
地
検
討
会
を
開
催〈

愛
媛
森
林
管
理
署
〉
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架
線
集
材
機

「
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
」
の
実
演

〈
資
源
活
用
課
〉

　

11
月
27
日
、
高
知
県
長
岡
郡
大
豊
町
の

民
有
林
に
お
い
て
「
生
産
性
向
上
現
地
勉

強
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

勉
強
会
の
会
場
は
、
牽
引
式
高
性
能
タ

ワ
ー
ヤ
ー
ダ
と
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
用
高
性
能

搬
器
、
オ
ー
ト
チ
ョ
ー
カ
ー
を
組
み
合
わ

せ
た
集
材
シ
ス
テ
ム
で
皆
伐
作
業
を
行
っ

て
い
る
有
限
会
社
川
井
木
材
の
事
業
地
で

す
。
今
後
の
四
国
の
林
業
界
を
リ
ー
ド
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
若
手
を
中
心
と
し

た
事
業
体
の
職
員
と
四
国
森
林
管
理
局
の

職
員
な
ど
23
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
吉
良
康
資
源
活
用
課
長
が
「
集

造
材
作
業
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
作
業
シ
ス

テ
ム
の
組
み
合
わ
せ
が
あ
る
。
様
々
な
引

き
出
し
を
つ
く
り
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
一
事

業
体
の
み
が
伸
び
て
い
く
の
で
は
な
く
全

体
の
底
上
げ
と
な
る
よ
う
、
本
日
の
出
席

者
が
他
の
事
業
体
を
リ
ー
ド
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
有
限
会
社

川
井
木
材
の
川
井
博
貴
社
長
か
ら
は
、
タ

ワ
ー
ヤ
ー
ダ
を
活
用
し
た
作
業
シ
ス
テ
ム

の
概
要
、
他
の
架
線
作
業
シ
ス
テ
ム
と
の

比
較
、
各
作
業
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ
う
な

条
件
に
適
す
る
の
か
な
ど
、
詳
し
い
説
明

が
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
に
よ
る
集
材
作

業
が
実
演
さ
れ
ま
し
た
。
通
常
の
集
材
作

業
で
は
、
集
材
機
の
運
転
手
も
含
め
作
業

員
が
３
名
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

作
業
シ
ス
テ
ム
で
は
伐
採
箇
所
に
い
る
荷

掛
手
の
リ
モ
コ
ン
操
作
に
よ
り
、
搬
器
が

自
動
で
盤
台
ま
で
木
材
を
運
び
ま
す
。
盤

台
で
は
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
の
運
転
手
が
、
リ

モ
コ
ン
操
作
で
荷
外
し
を
行
い
造
材
し
ま

す
。
一
連
の
作
業
を
作
業
員
２
名
で
実
施

で
き
る
こ
と
か
ら
、
生
産
性
が
大
幅
に
向

上
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
地
で
は
、
資

材
搬
入
か
ら
設
備
設
置
、
集
造
材
、
ト
ラ
ッ

ク
運
搬
ま
で
の
一
貫
し
た
作
業
功
程
と
し

て
、
一
人
一
日
当
た
り
約
13
～
14
㎥
の
生

産
量
で
あ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
の
架
線
の
張
り

替
え
を
３
人
が
半
日
の
作
業
で
で
き
る
と

の
説
明
に
は
、
出
席
者
か
ら
驚
き
の
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
出
席
し
た
事
業
体
職
員
か
ら

は
、
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
の
構
造
、
こ
れ
ま
で

の
故
障
内
容
な
ど
様
々
な
質
問
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
川
井
社
長
か

ら
の
丁
寧
な
説
明
内
容
に
つ
い
て
も
、
興

味
津
々
の
様
子
で
し
た
。
ま
た
、「
高
価

な
機
械
な
の
で
手
が
届
か
な
い
」「
オ
ー

ト
チ
ョ
ー
カ
ー
は
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
で
も

使
え
そ
う
」
と
い
っ
た
声
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
大
変
意

義
の
あ
る
現
地
勉
強
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
様
々
な
作
業

シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
な
が
ら
事
業
体
職
員

の
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
行
い
、
生
産

性
向
上
が
事
業
体
全
体
で
図
ら
れ
る
よ
う

今
後
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※ 

タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
ー
と
は
、
「
人
工
支
柱
を
装
備
し
た
移
動

可
能
な
集
材
機
」
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県
鈴
鹿
市
）
が
開
発
し
た
、
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
無

線
通
信
と
携
帯
電
話
通
信
を
組
み
合
わ
せ

て
、
わ
な
の
作
動
を
捕
獲
者
に
メ
ー
ル
で

知
ら
せ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
捕
獲
シ
ス
テ
ム
で
す
。

当
所
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
捕
獲
す
る
た

め
、
小
型
囲
い
わ
な
「
こ
じ
ゃ
ん
と
１
号
」

を
林
道
沿
い
に
設
置
し
、「
ほ
か
パ
ト
」
に

よ
り
わ
な
の
見
回
り
作
業
の
軽
減
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

現
地
検
討
会
で
は
、開
発
会
社
か
ら
「
ほ

か
パ
ト
」
の
説
明
、
冨
田
忠
雄
調
整
官
か

ら
シ
カ
被
害
対
策
、
柳
園
和
男
森
林
技
術

指
導
官
か
ら
「
ほ
か
パ
ト
」
の
活
用
実
績

と
操
作
方
法
、
小
型
囲
い
わ
な
「
こ
じ
ゃ

ん
と
１
号
」
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

の
協
力
に
よ
り
、
小
型
囲
い
わ
な
「
こ

じ
ゃ
ん
と
１
号
」
の
組
立
て
実
演
と
、
笠

松
式
く
く
り
わ
な
の
設
置
講
習
を
行
い

ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

受
け
入
れ

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

当
署
で
は
、
11
月
14
日
と
15
日
の
両
日
、

徳
島
県
立
那
賀
高
校
森
林
ク
リ
エ
イ
ト
科

２
年
生
２
名
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
就

業
体
験
）
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
六
丁
陰
榜
示
（
ろ
く
ち
ょ

う
か
げ
ぼ
う
じ
）
国
有
林
に
お
い
て
、
森

林
の
見
方
、
境
界
の
管
理
、
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
森
林
管
理
業
務
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
ず
林
内
を
歩
き
、

①�

樹
高
を
目
測
し
、
測
か
ん
（
目
盛
の
付

い
た
伸
縮
す
る
ポ
ー
ル
）
と
バ
ー
テ
ッ

ク
ス
（
超
音
波
樹
高
測
定
器
）
に
よ
り

測
定

②
胸
高
直
径
を
輪
尺
に
よ
り
測
定

③
360
度
カ
メ
ラ
を
用
い
て
林
内
を
撮
影

④�

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
機
（
衛
星
通
信
を
使
っ

て
測
量
す
る
機
器
）
を
用
い
て
現
在
位

置
の
情
報
取
得

⑤
コ
ン
パ
ス
を
用
い
た
境
界
巡
検

　

な
ど
森
林
官
が
日
常
的
に
行
っ
て
い
る

業
務
を
行
い
ま
し
た
。

各署等のたより 目次

メールで知らせる（ＩＣＴ捕獲）

インターンシップの受け入れ

野根山街道風景林を散策

秋の深まる八
やつづらやま

面山で登山体験学習

しまんと黒
くろそん

尊むらまつり

小学校でクリスマスツリーの
置物作り

　

参
加
者
か
ら
は
、「『
ほ
か
パ
ト
』
の
子

機
の
電
源
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」「
子

機
の
台
数
制
限
は
あ
る
の
か
」「『
ほ
か
パ

ト
』
導
入
に
国
の
補
助
制
度
は
あ
る
の
か
」

等
の
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、
高
い
関
心

と
期
待
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
所
で
は
、
今
後
も
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕

獲
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
鳥
獣

害
対
策
に
貢
献
す
べ
く
、
県
や
市
町
、
地

域
と
連
携
し
た
取
組
や
民
有
林
支
援
を
積

極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

メ
ー
ル
で
知
ら
せ
る

　
　（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
捕
獲
）

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

　

当
所
で
は
、
11
月
８
日
、
香
川
県
東
か

が
わ
市
の
中
尾
国
有
林
に
お
い
て
、
長
距

離
無
線
式
捕
獲
パ
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
と

小
型
囲
い
わ
な
の
現
地
検
討
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
徳
島
・
香

川
両
県
の
関
係
者
、
東
か
が
わ
市
、
近
隣

市
町
、
森
林
管
理
局
・
森
林
管
理
署
等
を

含
め
32
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

長
距
離
無
線
式
捕
獲
パ
ト
ロ
ー
ル
シ
ス

テ
ム
（
ほ
か
パ
ト
）

と
は
、
株
式
会
社
ア

イ
エ
ス
イ
ー
（
三
重

グリーン四国№ 1197
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樹
高
計
測
は
、
測
定
方
法
の
違
い
が
如

実
に
現
れ
ま
し
た
。
360
度
カ
メ
ラ
で
撮
影

し
た
画
像
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
に
転

送
し
、
そ
の
画
像
を
現
場
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
実
習
し
ま

し
た
。
高
校
の
授
業
で
も
ド
ロ
ー
ン
の
操

作
を
既
に
行
っ
て
い
る
た
め
、
操
作
方
法

は
慣
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
普
段
は
高

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
い
う
限
ら
れ
た
空
間

で
飛
行
さ
せ
て
い
た
た
め
、
国
有
林
の
広

い
空
間
を
自
由
に
飛
行
さ
せ
た
こ
と
は
と

て
も
楽
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
手
動
飛
行

の
ほ
か
、
自
動
飛
行
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
沖
洲
学
童
保
育
ひ
ま
わ
り

ク
ラ
ブ
の
児
童
82
名
へ
の
森
林
環
境
教
育

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
松
か
さ
を

使
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
製
作
に
当

た
っ
て
、
ホ
ッ
ト
ボ
ン
ド
を
使
っ
た
接
着

や
、
の
こ
ぎ
り
で
の
枝
の
切
断
な
ど
、
児

童
と
と
も
に
楽
し
く
作
業
し
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
那
賀
高

校
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
地
域
林
業
の
担

い
手
育
成
の
一
環
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

胸
高
直
径
を
測
定

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
製
作

コ
ン
パ
ス
を
用
い
て
境
界
巡
検

野
根
山
街
道
風
景
林
を
散
策

〈
安
芸
森
林
管
理
署
〉

　

11
月
８
日
、
奈
半
利
小
学
校
の
６
年
生

17
名
、
加
領
郷
小
学
校
の
６
年
生
２
名
、

保
護
者
10
名
、
引
率
教
員
４
名
、
当
署
職

員
６
名
で
野
根
山
街
道
風
景
林
を
散
策
し

ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
「
自
然
に
親
し
む
体
験
」

「
地
域
の
歴
史
学
習
」
を
目
的
に
30
年
以
上

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
安
芸
森
林

管
理
署
の
職
員
が
毎
年
同
行
し
、
説
明
や

安
全
へ
の
配
慮
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

野
根
山
街
道
は
、
土
佐
藩
の
参
勤
交
代

路
と
し
て
、
奈
半
利
町
か
ら
東
洋
町
ま
で

を
結
ぶ
全
長
約
35
キ
ロ
の
山
道
で
す
。
紀

貫
之
の
入
国
や
中
岡
慎
太
郎
の
脱
藩
に
も

使
わ
れ
た
歴
史
あ
る
街
道
で
す
。

　

今
回
は
、
宿
屋
ス
ギ
登
山
口
か
ら
米
ヶ

岡
生
活
体
験
学
校
ま
で
の
約
７
キ
ロ
を
４

時
間
ほ
ど
か
け
て
歩
き
ま
し
た
。

　

登
山
口
か
ら
登
り
始
め
て
す
ぐ
に
「
宿

屋
杉
」
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
ス
ギ
の
切
り

株
が
あ
り
、
そ
こ
で
休
憩
を
兼
ね
た
写
真

撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
空
撮
の
た
め
の
ド

ロ
ー
ン
が
空
に
舞
い
上
が
る
と
、
興
味

津
々
と
い
っ
た
様
子
で
眺
め
て
い
た
児
童

達
か
ら
大
き
な
歓
声
が
揚
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
イ
ノ
シ
シ
の
作
っ
た
「
ぬ

た
場
」
や
倒
木
に
生
え
た
キ
ノ
コ
な
ど
、
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西
土
佐
中
学
校
で
の
事
前
学
習

日
頃
の
生
活
か
ら
は
少
し
は
な
れ
た
自
然

の
営
み
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
散
策
し
ま

し
た
。

　

昼
食
休
憩
後
に
は
、
輪
尺
（
樹
木
の
直

径
を
測
る
器
具
）、
バ
ー
テ
ッ
ク
ス
（
樹

木
の
高
さ
を
測
る
器
具
）
を
用
い
た
樹
木

の
大
き
さ
当
て
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
実
体
験

を
通
じ
て
森
林
管
理
署
の
業
務
を
紹
介
し

ま
し
た
。
今
回
測
っ
た
樹
木
は
胸
高
直
径

46
セ
ン
チ
、
樹
高
26
メ
ー
ト
ル
の
ス
ギ
で
、

樹
高
を
ぴ
た
り
と
言
い
当
て
た
児
童
も
い

ま
し
た
。

　

行
程
後
半
は
前
半
よ
り
も
道
が
険
し

く
、
児
童
、
大
人
と
も
に
苦
戦
し
ま
し

た
が
、「
笑
い
栂つ
が

」「
六ろ
く
ぶ
さ
ま

部
様
」
等
の
名
所

に
関
す
る
逸
話
や
名
称
由
来
を
学
び
な
が

ら
、
全
員
け
が
無
く
散
策
を
終
え
ま
し
た
。

　

下
山
後
、「
も
っ
と
平
ら
な
道
か
と
思
っ

て
い
た
が
、
大
き
な
石
や
急
な
坂
で
歩
き

に
く
く
驚
い
た
」
と
の
感
想
が
あ
り
、
自

然
の
厳
し
さ
や
昔
の
人
々
の
苦
労
を
体
験

で
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
自
然
や
歴
史
を
学
び
伝
え
る
と

い
う
、
大
切
な
役
割
を
持
っ
た
こ
の
伝
統

行
事
が
こ
れ
か
ら
も
続
け
ら
れ
、
野
根
山

街
道
が
地
域
の
宝
と
し
て
受
け
継
が
れ
る

秋
の
深
ま
る
八や
つ
づ
ら
や
ま

面
山
で

登
山
体
験
学
習

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

四
万
十
川
源
流
域
に
あ
る
八
面
山
周
辺

の
天
然
林
は
、
シ
イ
・
カ
シ
林
か
ら
モ
ミ
・

ツ
ガ
林
、
ブ
ナ
林
へ
の
植
生
の
移
り
変
わ

り
や
野
生
動
物
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
で
き
る

良
い
フ
ィ
ー
ル
ド
で
す
。

　

10
月
８
日
・
15
日
・
28
日
の
３
日
、
高

知
県
四
万
十
市
立
西
土
佐
中
学
校
と
西

土
佐
小
学
校
、
愛
媛
県
松
野
町
立
松
野
西

小
学
校
の
３
校
44
名
の
児
童
・
生
徒
を
対

象
に
八
面
山
登
山
体
験
学
習
を
行
い
ま

し
た
。
西
土
佐
中
学
校
で
は
、
登
山
に
先

立
っ
て
、
学
校
内
で
事
前
学
習
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

準
備
運
動
の
後
、
登
山
口
を
出
発
し
、

歩
道
沿
い
の
樹
木
や
草
花
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

の
食
害
な
ど
を
観
察
し
、
約
50
分
で
八

面
山
山
頂
（
１
、
１
６
５
ｍ
）
に
到
着
し

ま
し
た
。

　

山
頂
は
、
高
知
県
と
愛
媛
県
の
県
境
で
、

遠
く
の
山
々
な
ど
を
見
わ
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
四
万
十
川
の
支
流
の

黒
尊
川
源
流
点
が
こ
の
近
く
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
黒
尊
川
は
、
清
流
度(

水
平
方

向
の
透
明
性)

が
高
知
県
の
調
査
で
降
雨

時
期
を
除
き
お
お
む
ね
14
メ
ー
ト
ル
を
超

え
、
多
様
な
水
生
動
物
の
生
息
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
児
童
・
生
徒
は
、
源
流
域

の
森
林
が
川
本
来
の
良
好
な
清
流
を
育
ん

で
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

ブ
ナ
天
然
林
内
で
は
、
ブ
ナ
天
然
林
の

価
値
、
森
林
の
働
き
な
ど
の
説
明
を
聞
き
、

よ
う
、
今
後
も
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

自
然
散
策
と
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
「
カ

モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
」
や
「
木
漏
れ
日
キ
ャ
ッ

チ
」
な
ど
を
し
な
が
ら
秋
の
一
日
を
楽
し

み
ま
し
た
。

��

下
山
後
、「
学
校
で
の
事
前
学
習
や
登
山

を
通
し
て
森
林
の
働
き
や
色
々
な
樹
木
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」「
霧
が
晴
れ
九

州
が
見
え
て
う
れ
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ブ
ナ
の
実
を
探
し
た
り
、
モ
ミ
や
ケ
ヤ
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松
野
西
小
学
校
の
児
童
が
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

し
ま
ん
と
黒く
ろ
そ
ん尊
む
ら
ま
つ
り

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

11
月
９
日
、
四
万
十
市
の
黒
尊
親し
ん
す
い水
公

園
で
14
回
目
と
な
る
「
し
ま
ん
と
黒
尊
む

ら
ま
つ
り
」
が
、
自
然
と
の
共
生
や
地
域

の
盛
り
上
げ
を
図
る
住
民
グ
ル
ー
プ
「
し

ま
ん
と
黒
尊
む
ら
」
と
「
四
万
十
く
ろ
そ

ん
会
議
」
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
四
万
十
市
内

か
ら
の
団
体
客
な
ど
多
く
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
ブ
ー
ス
で
は
多
く
の
老

若
男
女
が
、
イ
ス
ノ
キ
製
の
マ
イ
箸
作
り
、

ヒ
メ
シ
ャ
ラ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
を
使
っ
た
ク

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
や
ト
ナ
カ
イ
な
ど
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作

り
、
自
由
製
作
の
壁
掛
け
作
り
な
ど
を
体

験
し
、
木
に
親
し
み
ま
し
た
。

��

会
場
で
は
、
地
元
の
食
材
を
活
か
し
た

イ
ノ
シ
シ
汁
、
シ
カ
の
串
焼
き
、
ゆ
で
ツ

ガ
ニ
な
ど
の
販
売
、
杵き
ね
も
ち餅
つ
き
の
実
演
販

売
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
西
土
佐
み
の

り
太
鼓
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
そ
の
勇
壮
さ

に
来
場
者
は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
じ
ゃ

ん
け
ん
大
会
で
は
地
元
の
農
産
品
な
ど
が

貰
え
る
と
あ
っ
て
大
興
奮
。
笑
い
声
が
山

間
に
響
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
終
日
大
賑
わ
い
で
、
秋
が
深
ま

り
つ
つ
あ
る
黒
尊
川
流
域
で
の
１
日
を
来

場
者
は
満
喫
で
き
ま
し
た
。

当センターの体験ブース

完成したクリスマスリース、どう？

キ
な
ど
木
肌
の
異
な
る
樹
木
の
手
触
り
を

確
か
め
た
り
、
森
の
土
や
落
ち
葉
が
フ
カ

フ
カ
な
こ
と
な
ど
の
体
験
や
学
習
を
通
し

て
、
児
童
・
生
徒
の
自
然
や
森
林
へ
の
理

解
と
関
心
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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小
学
校
で
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
の
置
物
作
り

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

四
万
十
市
立
西
土
佐
小
学
校
の
２
年
生

16
名
が
、
11
月
11
日
、「
地
域
発
見
に
出
か

け
よ
う
」
と
い
う
学
習
目
的
で
「
木
工
体

験
を
通
し
て
当
セ
ン
タ
ー
や
西に

し

ヶが

方ほ
う

地
域

に
親
し
み
を
持
ち
た
い
」
と
、
現
在
は
廃

校
と
な
っ
た
元
西
ヶ
方
小
学
校
の
校
舎
に

集
ま
り
ま
し
た
。��

　

ク
リ
ス
マ
ス
も
近
い
こ
と
か
ら
、
ダ
イ

オ
ウ
マ
ツ
の
松
ぼ
っ
く
り
を
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
に
見
立
て
た
置
物
を
作
り
ま
し
た
。

　

児
童
達
は
、
松
ぼ
っ
く
り
を
木
の
実
や

ビ
ー
ズ
等
で
装
飾
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
ト
ナ
カ
イ
、
雪
だ
る

ま
、
教
会
の
形
に
切
り
抜
い
た
ヒ
ノ
キ
板

に
色
を
塗
り
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
台
座
板

に
接
着
剤
で
貼
り
付
け
、
作
品
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

��

「
使
う
も
の
や
使
い
方
を
多
く
選
べ
て
、

頭
の
中
で
想
像
し
な
が
ら
作
っ
た
の
で
楽

し
か
っ
た
」「
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
家
に
飾
り

 クリスマスツリーが完成したよ

クリスマスツリーを製作中

た
い
」
と
の
感
想
が
あ
り
、
楽
し
み
な
が

ら
木
に
親
し
み
ま
し
た
。

��

今
回
の
木
工
ク
ラ
フ
ト
作
り
を
通
し
て
、

木
の
温
も
り
と
素
材
と
し
て
の
木
材
の
良

さ
を
十
分
に
感
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。



　

９
月
30
日
か
ら
10
月
11
日
に
か
け
て
、

東
京
都
八
王
子
市
に
あ
る
森
林
技
術
総
合

研
修
所
と
群
馬
県
桐
生
市
に
て
中
央
研
修

「
治
山(

設
計)

２
研
修
」
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
研
修
は
、
治
山
事
業
の
調
査
・
測

量
・
設
計
の
現
地
実
習
を
通
じ
、
自
ら
設

計
が
で
き
る
治
山
技
術
者
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
森
林

管
理
局
と
地
方
公
共
団
体
の
職
員
24
名
が

受
講
し
ま
し
た
。

　

１
週
目
の
５
日
間
は
座
学
が
中
心
で
、

治
山
事
業
の
概
要
、
近
年
の
山
地
災
害
へ

の
対
応
、
治
山
ダ
ム
の
設
計
に
必
要
な
力

学
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
情
報
量
の
多
さ

に
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。
数
多
く
の
知

識
や
技
術
を
活
か
し
て
業
務
に
取
り
組
む

筆
者　

写
真
左

難
し
さ
を
感
じ
、
先
輩
方
が
ス
ム
ー
ズ
に

業
務
を
こ
な
し
て
い
る
凄
さ
を
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。
研
修
で
は
、
受
講
生
間
で

積
極
的
に
交
流
し
、
他
の
森
林
管
理
局
と

の
設
計
の
考
え
方
等
の
違
い
、
都
道
府
県

の
特
色
や
業
務
形
態
の
在
り
方
を
学
べ
た

こ
と
は
自
ら
の
業
務
等
に
今
後
役
立
て
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

��

２
週
目
は
現
地
実
習
で
、
４
班
に
分
か

れ
治
山
ダ
ム
を
測
量
・
設
計
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
班
が
計
画
内
容
を
発
表
す
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。

　

初
日
は
、
不
安
定
な
足
場
に
苦
戦
し
な

が
ら
渓
流
内
の
地
形
や
荒
廃
状
況
を
把
握

す
る
踏
査
を
行
い
、
ダ
ム
の
設
置
箇
所
を

決
定
し
、
測
量
を
行
っ
て
デ
ー
タ
を
集
め

ま
し
た
。
ダ
ム
の
設
置
箇
所
を
「
こ
こ
だ
」

と
決
め
る
こ
と
が
難
し
く
、
渓
流
内
を
何

度
も
歩
き
回
り
、
急
斜
面
に
器
械
を
設
置

し
、
測
量
す
る
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
測
量
の
成
果
を
基
に
地
形

の
高
低
や
勾
配
を
図
示
し
た
縦
断
図
や
構

造
物
の
詳
細
な
寸
法
を
記
し
た
図
な
ど
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
再
び
現
場
に
戻
り
、
計
画
内

容
が
似
通
っ
て
い
る
班
同
士
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
計
画
内
容
を
説
明
し
合
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
教
官
や
他
班
か
ら
の
意
見
を
踏

ま
え
つ
つ
、
前
日
作
成
し
た
図
面
の
中
で

再
度
調
査
が
必
要
と
思
わ
れ
た
事
項
を
調

査
し
ま
し
た
。

　

４
日
目
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
等
に
基

づ
い
て
最
後
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
し

た
。

　

最
終
日
は
、
写
真
や
資
料
を
用
い
て
過

去
か
ら
近
年
の
山
地
災
害
の
被
害
状
況
の

講
義
が
あ
り
、
災
害
の
凄
惨
さ
を
理
解
し

ま
し
た
。
災
害
に
備
え
る
上
で
、
資
料
に

書
か
れ
て
い
た
災
害
を
実
体
験
す
る
こ
と

は
難
し
い
こ
と
で
す
。
資
料
か
ら
得
ら
れ

る
情
報
を
基
に
様
々
な
分
析
を
行
い
、
異

常
な
状
態
を
想
定
す
る
こ
と
で
、
災
害
で

の
被
害
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
孫
子

の
言
葉
で
あ
る
「
彼
を
知
り
己
を
知
れ
ば

百
戦
殆
う
か
ら
ず
」
と
い
う
心
掛
け
が
大

切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

講
義
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
が
実
習
成

果
を
発
表
し
、
様
々
な
質
疑
応
答
や
意
見

を
交
え
な
が
ら
、
研
修
の
成
果
を
共
有
し

ま
し
た
。

　

２
週
間
を
振
り
返
っ
て
、
全
国
で
日
々

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
と
交
流
を
深
め
、

一
つ
の
成
果
物
を
共
に
作
り
上
げ
た
こ
と

は
、
普
段
の
業
務
で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重

な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
研
修
で
学
ん
だ

こ
と
を
意
識
し
て
今
後
の
業
務
に
取
り
組

み
、
技
術
者
と
し
て
よ
り
優
れ
た
も
の
に

な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



　

11
月
19
日
か
ら
22
日
の
４
日
間
、
四
国

森
林
管
理
局
に
て
、
治
山
林
道
通
信
研
修

の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
も
あ
る
「
通
信
研
修

Ⅰ
ス
ク
ー
リ
ン
グ
及
び
治
山
・
林
道
技
術

研
修
」
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
日
は
、
業
務
管
理
官
、
治
山
課

設
計
指
導
官
、
治
山
課
長
に
よ
る
講
義
が

行
わ
れ
、
治
山
・
林
道
工
事
の
意
義
や
概

要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
、
前
日
の
内
容
を
踏
ま

え
、
四
万
十
森
林
管
理
署
管
内
の
林
道
工

事
現
場
で
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

林
道
の
カ
ー
ブ
を
考
え
る
時
に
一
方
向
か

ら
の
み
で
は
な
く
、
逆
の
方
向
か
ら
も
見

る
こ
と
で
自
動
車
が
走
行
し
や
す
い
道
と

な
る
、
と
い
う
よ
う
な
初
歩
的
な
設
計
の

コ
ツ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

林
道
上
を
水
が
流
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
排
水
を
ど
う
す
る
か
を
工

事
の
監
督
者
の
立
場
で
考
え
る
、
と
い
う

よ
う
な
実
習
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
高
知
中
部
森
林
管
理
署
管

内
に
あ
る
２
つ
の
治
山
工
事
現
場
で
実
習

を
行
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
現
場
も
災
害

復
旧
の
た
め
の
治
山
工
事
で
す
。
被
災
当

初
の
写
真
と
現
在
を
見
比
べ
な
が
ら
、
ど

の
よ
う
な
構
造
物
が
ど
う
い
っ
た
目
的
で

作
ら
れ
て
い
く
か
を
学
び
ま
し
た
。
香
美

市
の
ヒ
カ
リ
石
国
有
林
の
現
場
で
は
、
治

山
工
事
を
施
工
し
た
山
腹
上
部
に
異
常
な

出
水
が
あ
り
、
そ
の
対
策
を
し
た
こ
と
や
、

構
造
物
の
補
修
を
邪
魔
す
る
巨
大
な
岩
を

避
け
て
工
事
を
し
た
こ
と
を
見
て
、
現
場

で
の
突
発
的
な
事
由
へ
の
対
応
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
研
修
全
体
の
取
り
ま
と

め
を
し
て
修
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
を
通
し
て
の
感
想
と
し
て

は
、
治
山
・
林
道
に
関
す
る
業
務
は
応
用

力
が
試
さ
れ
る
も
の
だ
と
感
じ
た
こ
と
で

す
。
設
計
図
通
り
の
施
工
に
な
る
と
は
限

ら
ず
、
工
事
箇
所
の
土
質
や
突
発
的
な
ア

ク
シ
デ
ン
ト
等
に
対
応
し
な
が
ら
、
当
初

筆
者　

写
真
中
央

の
目
的
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
難

し
い
業
務
と
思
い
ま
し
た
。
林
道
の
現
場

実
習
で
「
排
水
の
た
め
に
君
た
ち
は
ど
う

し
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
自

信
を
持
っ
た
回
答
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
自
ら
が
監
督
し
た
工
事
が

完
成
し
、
そ
れ
が
効
果
を
発
揮
し
て
い
る

の
を
見
る
と
、
お
も
し
ろ
み
を
感
じ
る
の

で
は
と
も
考
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
業
務

を
通
じ
て
多
く
の
知
識
と
経
験
を
得
て
、

自
分
自
身
が
治
山
・
林
道
関
係
業
務
に
貢

献
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
入
庁
す

る
後
輩
に
、
そ
の
お
も
し
ろ
み
を
語
る
こ

と
の
で
き
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
き
た

い
で
す
。

現
場
実
習
の
様
子


